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【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
開所１１年を迎え地域でのホームの存在は確固たるものとなっている。法人創設者の『慈愛の精神』は、理念に込
められた入居者への尊敬と慈しみの言葉となって表現され、常に入居者が主人公であることを謳っている。認知症
への理解と共存を願って発足した「介護サービス連絡会」は、ちょうど１年の節目を迎え、地域における認知症啓発
の拠点としてカフェの開催や気軽に立ち寄れる相談所として期待されている。入居者や家族の大半が最終までを
ホームでと考えており、ここでの生活が入居者にとっては、まさに新たな人生であり、職員は家族と機会あるごとに
顔を合わせて話し合い、暮らしぶりの報告や意見・要望の収集に力を注いでいる。高齢の入居者にとって大切な時
間だからこそ、支援の前にはデータ取りなどの情報収集や意見交換・勉強会を開催するなど、最良の方法を見出し
ており、職員は誇りと自信をもって対応している。今後も入居者にとって穏やかな時間を提供するホームとして新た
な１年１年を重ねていただきたい。
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1  自己評価及び外部評価結果
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法人名 社会福祉法人　リデルライトホーム

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 当法人は社会福祉法人リデルライトホームが運営している。カムさぁは、小高い山の上にあり、新興住宅地でありな
がらも自然も豊かにあり居住場所としてはより良い環境である。室内は全てバリアフリーになっており、洋室９室の１
ユニットで運営している。基本運営理念として「その人らしく」「自己決定」「自己実現」「だれからも拘束されない」な
どを掲げ、その方らしく生きることのできる施設運営に取り組んでいる。最後までその人らしく生きることを支援しな
がらも、ご家族の絆を大切にすることをケア理念にしています。ご本人のペースで自分らしく暮らしていただけるよ
う、主治医と連携を図りながら、ご希望があれば看取り介護の実践にも取り組んでいます。地域交流にも力を注ぎ
ながら地域の理解を深め、認知症を患っても尊厳をもった生き方を支援することができる施設運営を心掛けていま
す。平成２６年１２月より認知症カフェを第２日曜日１３：３０～１５：３０開催し、地域の認知症介護相談等を実施して
いる。

グループホーム　カムさぁ事業所名

自己評価作成日 評価結果市町村受理日平成２７年１１月２５日 平成２８年１月２７日

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

熊本市中央区南熊本三丁目１３－１２－２０５

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目

訪問調査日 平成27年12月16日

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当する項目に○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

4. ほとんどできていない

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

4. ほとんど掴んでいない

63

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

　（別紙４）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59
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事業所名：グループホームカムさぁ

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

理念は、職員理念と運営理念に分かれてお
り、日々、職員や入居者・ご家族が目にする
よう掲示している。入居者が生活の中で自
己決定できるように支援しながらも自分らし
く暮らすことができるよう、理念を共有し実践
できるよう努力している

法人の精神を受け継いだ運営理念と職員の
果たすべき役割について掲げた職員理念
は、共に人間尊重の立場に立っており、個々
の入居者のこれまでを尊び、ホームにおける
生活が本人の意向に一番近い形で表現でき
るよう、出来ることを継続し不足を補いながら
実践している。この一年は地域、特に低学年
の児童に向けた認知症啓発や相談窓口とし
て力を注ぎ、地域と一体となって運営を展開
している。

地域密着型サービスの意義を理解し、生活
は施設の中だけで完結しないようには地域
のお店を利用したり、地域行事に参加する
など、社会との繋がりを大切にしている。ま
た、自治会にも加入させていただき、回覧板
や掲示板を活用して地域行事を共有してい
る

地元校区の『介護サービス連絡会』に協賛
し、２０業主が集まる月の定例会では、「顔の
見える会議」を展開しながら地域における認
知症啓発に助力している。子ども向けのサ
ポーター養成講座や認知症カフェの開設は、
小さい子どもから高齢者まで交流を通じて、
認知症への正しい理解と拡充を図ることはそ
のまま、入居者が様々な機会に地域へ出て、
社会との接点を保ちながら生活する基盤とも
いえる。

今後も地域や身近な近隣住民を支え
る福祉サービスの拠点として、法人の
協力も得ながら、活躍されることを期
待したい。

龍田校区の介護事業所で構成される「龍田
校区介護サービス連絡会」を中心に、地域
のサロンへの職員派遣や認知症カフェの実
施・龍田小学校キッズサポーター養成講座
への参加・龍田中学校ナイストライ受入れな
ど、消防訓練の際に地域消防団の方にも参
加してもらい、実際に認知症方と接する機会
を設け取り組んでいる。また、北区で実施し
ている認知症サポートリーダー研修への参
加等を通じ、地域の認知症理解を高める努
力をしている。

自己評価および外部評価結果
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介護指定基準にお
ける禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしな
いケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

運営推進会議では、自己評価・外部評価を
配布し、職員が回答した内容や課題を項目
別に報告している。また、率直なご意見をお
聞きできる良い機会であると共に、ご意見を
サービス向上に活かす取り組みを継続した
い。

２ヶ月ごとに定例化した会議には、地域代表
者や包括職員、家族などの参加により開催さ
れている。地域を巻き込んだ大掛かりな防災
訓練を会議と並行して行い、現状を見てもら
うことで様々な意見や気づきを得ている。会
議では外部評価の有る無しに関わらず、自
身の振り返りとして、各職員が自己評価を実
施し、ケア向上に繋いでおり、会議の中で紹
介している。

運営推進会議開催の際、地域包括支援セ
ンターの職員に参加していただき、地域の
課題を自治会長や民生委員の方々などと話
し合いの場を設けている。また、運営に関す
ることは、熊本区役所の担当者に確認する
など、気軽に相談している。又、介護サービ
ス支援員の方に月１回来て頂き、サービス
向上に努めている。

包括職員の運営推進会議への参加により共
に地域情報を共有し、課題点の把握や検討
に努めている。管理者は必要があればその
都度行政に足を運び担当者と直接会話をし、
ホームの事だけに留まらず、地域全体の現
状を声にしながら連携を図り、より良い関係
を築いている。

毎月身体拘束廃止委員会の中で、身体拘
束が事業所で行われていないかお互い確
認をして、法人全体で身体拘束がないケア
を行っている。定例的な勉強会を行い、安全
に暮らすことができる環境づくりに努め、利
用者の人権に配慮したケアの実践に努める

法人全体で身体拘束廃止に向けた取り組み
を実践している。会議での情報は部署ごとに
更に検討し、拘束や虐待について職員はしっ
かりとした認識を持っている。日々、ボディ
チェックをする中で内出血を起こしやすい方
へは、誘導の際など入居者から職員の手を
握ってもらうことで、皮膚への圧迫を避けるな
どケアの方法も統一している。また、言葉遣
いについても「ダメ」に代わる表現方法を職員
一人ひとりが探すことを課題として、スピーチ
ロックをしないケアに取り組んでいる。

職員は職員会議や研修会で虐待について
学ぶ機会を定期的に設けている。日常的に
は、入浴時のボディーチェックを行い、外傷
がないか皆で確認する体制になっている。
また、言葉の虐待については、職員間で注
意するよう日々心がけている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

現在、後見制度を活用されている方がおら
れる。認知症と権利擁護は非常に密接な関
わりがあるため、ご入居の認知症の段階に
合わせ、パンフレット等を用いながら説明す
る機会を設けている。

契約時に、十分な説明を行うように努力して
いるが、一度に多くのことを説明させていた
だくため書面に線を引いたり、料金について
も別紙を活用しご納得いただけるように説
明している。契約後も疑問点やご不明な点
がないか、お伺いするよう心がけている。

入居者やご家族からのご要望についてはで
きるだけ対応するようにしている。また、運
営推進会議などで話題にするようにしてい
る。開かれた施設づくりを基本としている。
今後も、継続した運営を行う。

職員は入居者と生活する中で自然に要望を
聞き取り、申し送りや会議の席で共有しなが
ら支援に反映させている。また、家族への電
話や面会時には入居者の近況に触れながら
ホームへの意見や要望の引き出しに努めて
いる。内容は運営推進会議や法人にも声を
あげ、意見を求めながら透明性のある運営を
心掛けている。

日頃から職員の意見や提案を聞くようにつ
とめている。職員の意見は環境次第で出な
くなるので、意見を言いやすい雰囲気づくり
に常に心がけている。管理者は、代表者は
事業運営についていつでも意見交換できる
機会を設け運営に反映させている。今後も
継続させ運営を進めてゆきたい。

法人の異動などにより現在、男性職員が多く
在籍するホームでは、普段から活発に意見
を出し合い、ケアの質の向上や職場環境の
充実に繋いでいる。入居者にとって必要な排
泄用品の選択に１週間のデータを取り決定し
たり、「物に住所を決めよう」と、題して備品を
定位置に置くことで環境整備と物の大切さを
あらためて学ぶ機会としている。

やりがいや向上心を持つことができる、施設
内外の研修会の他に、キャリアに合わせた
キャリアアップ研修を各段階に合わせ開催
している。給与については、年１回の昇給や
夏季休暇・冬季休暇・年休など福利厚生の
充実に努めている
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

施設内研修を年１０回以上・その他、勤続期
間に準じ初級・中級・上級職に分類し、キャ
リアに合わせた適正な研修内容を準備して
いる。その他施設外研修もあり職員教育に
は力を注いでいる。

地域密着型サービスの意義を理解し、熊本
県地域密着型サービス連絡会や熊本市ブ
ロック会・龍田校区介護サービス連絡会等
に参加し、サービスの質を向上させる取り組
みをしている。

最終入居が２年前ではあるが、入居初期は
できるだけ安心して過ごしていただけるよう
話しやすい環境をつくり、できるだけ傍で話
が聞けるようにしている。ご本人の意見を尊
重し、安住の場となるようこれからも努力し
ていく。

ご家族を安心してお預けいただけるよう、不
安や要望等を気軽にお話いただけるよう、
より良い関係が築けるよう努力している。ま
た、ご家族の話にも耳を傾け、その方らしい
生き方ができるよう今後も務める。

その方らしく生活していただけるよう、必要と
される支援は、他サービス利用も含め、必
要とされる支援に優先順位をつけながら、
実施できるように努力している。

個々の個性や持ち得る力を発揮できるよう
な関わり方を常に行っている。共に過ごすこ
とで信頼関係を構築し、それぞれが生活の
中に役割をもつことができる関係づくりを心
掛けている。また、支援する一方ではなく心
が通う関係づくりを心掛けている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

ご本人にとって家族は大切な方であることを
職員は理解している。面会時は、ゆっくり過
ごしていただけるよう日頃よりご家族の絆を
大切にできるよう心掛けている。また、近況
をご報告し、ご要望を聞きながら共に支え合
う関係づくりを努力している。

職員は、ご本人がこれまでに大切にしてき
た方や場所を断ち切らないことを理解してい
る。また、大切な物や気持ちも途切れないよ
うな環境づくりをしている。ご家族・職員付き
添いで馴染みにの場所に出かける支援もし
ている。これからも続けてゆきたい。

職員は個々の入居者の歴史を知り、入居後
も出来ることでこれまでの生活の継続や趣味
や特技が生かせる場を設定している。行きつ
けの大型商店での買い物や心の拠り所とさ
れている教会への礼拝、家族の面会を毎日
心待ちにされる方への支援など一人ひとりに
必要とする内容を見出している。

入居者の関係性を理解した上で、入居者同
士が関われるようにしている。席の位置や
家事の内容を工夫してより良い関係が気付
けるようにしている。また、職員が間に入り
話題づくりにも心掛けている。

ご利用が終了しても関わりを継続できるよう
にしている。出会えたご縁を大切にご本人
やご家族の相談内容に耳を傾け、出来るこ
とを職員で考える姿勢を継続している。

ご本人の意向・希望が叶うケアの実践を
行っている。一人ひとりに合わせたケアを行
い、「その人らしさ」「その方のＱＯＬ」等を考
えながら日々にケアを行っている。また、今
後も思いやりをもったケア基本に努力してゆ
きたい。

日中は殆んどの入居者がリビングに集い、ソ
ファやテーブルでゆっくり寛ぎ、職員は寄り添
うように会話をしている。入居者から聞かれ
た声は全職員で共有し、日々の支援やプラン
に反映させており本人の安らぎとなるような
生活を支えている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

その方らしさを支援するために、これまでの
生活歴やこれまでのサービス経過を理解
し、その方に合った暮らし方を基本に各職員
が収集した情報が活かせるよう支援に努め
たい。

日々の記録表を２４時間表を活用しているこ
とで、食事・睡眠・排泄・余暇の過ごし方・リ
ハビリ等を時間を軸にして記録するようにし
ている。３ヵ月～６ヵ月毎にモニタリングを実
施することで、現状の把握に努めるチーム
ケアを実践している。また、状態に合わせ記
録用紙は個人で作り変えて状態把握や連
携が図れるようにしている。

３ヶ月に１回のモニタリングは、期間（７日
間）を設け計画内容のケア全部実施するこ
とで、ご本人の満足度を確認している。ま
た、モニタリングの結果をご家族に説明し、
ご要望を確認する機会を設けている。常に
現状に即した介護計画であるよう心がけ実
践している。

ケアプラン作成にあたり計画作成担当者は、
入居者や家族の意向をもとに‟今必要な内
容”を掲げ立案している。１週間にわたるモニ
タリングでは、内容を詳細に評価し、家族に
説明した後同意を得ている。プランの説明
は、わかりにくいことから家族により理解して
もらうために,日常生活を項目ごとに分け入居
者が現在何がどこまで出来るか,その結果ど
ういう状態になって何が必要かなどわかりや
すい表現に徹し、説明している。

気付きや変化は個別記録に記載するように
して、情報の共有を行っている。また、日々
のケアに反映できるように申し送りを活用
し、継続したケアの実践ができるように実践
している。状態の把握が行い易いように、排
泄は青・水分は赤で色分けしケアに反映さ
せている。

ご本人やご家族に必要なニーズについて
は、柔軟に対応できるように、全職員が心が
け多方面から検討するようにしている。医療
との連携も不可欠であるあるため、臨機応
変に対応している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

個々の状態に合わせ、ご本人の力を引き出
す生活より安全を守る生活が主体になる方
と、地域の資源を活用して生活する方とで
二分している。個々が豊かに暮らすことがで
きる支援を今後も続けて行きたい。

個々の入居者の馴染みの主治医が診てくだ
さっているため、安心した医療が受けられる
と感じている。また、往診や受診にも看護師
が立ち合い適正な医療がうけられるよう、状
態報告を行っている。より良い関係を継続
出来るよう、今後も丁寧に対応する。

本人・家族の希望を確認し、これまでのかか
りつけ医を往診や受診で継続することで安心
した医療支援に繋げている。受診は家族や
ホームで対応しており、緊急時は管理者が中
心に付き添い、現地で家族と待ち合わせてい
る。入居者の健康状態については、面会時
や電話などにより小まめに報告を行ってお
り、今後も適切な医療支援に主治医と連携し
ながら取り組みたい意向である。

ケア上で知り得た新たな情報は、記録に残
すと共に看護師へ相談・報告を行い２４時間
体制で迅速に対応している。介護職員にも、
医療について勉強する機会を設け、入居者
に適切な時期に適切な医療が施されるよう
に日頃より心がけている。

入院された場合は、出来るだけお見舞いに
行き、入院中の状態も把握できるように心
がけている。このことにより、早期退院がス
ムーズにできるように職員全員で協力して
ゆきたい。

終末期の決定は主治医が行うが、出来るだ
け早い段階で話し合いが出来るようにして
いる。主治医の治療方針とカムさぁの支援
体制をご家族に説明し、ご納得いただけた
ら実践に移るようにしている。医療機関ごと
に体制が異なるため、直接主治医と連携の
方法等を話し合い、スムーズな支援ができ
るよう取り組んでいる。

開設時より本人・家族の思いを受け止め、主
治医との連携によりホームで出来うる終末期
支援が行われている。支援に入る際は、医師
の治療方針やホームの体制を家族に説明
し、納得の上で実践されている。｢最終の場
面であるからこそ質の高いケアに取り組んで
いきたい｣と管理者が語るように、人生の先
輩である入居者の最終を支えることに誇りと
自信を持って支援が行われているホームで
ある。

ホームでの看取りやギリギリまでの支
援を行い、最終を医療機関で終えら
れた方々の遺影がリビングの一室に
置かれている。また、絵を趣味とされ
ていた方の作品は今でも壁に掲げて
いるなど、ご縁のあった方を偲び、
守っていただきたいとする職員の思い
が伝わって来る。今後も揺るぎない｢
愛と奉仕の精神｣により、入居者の一
日一日を支援頂きたい。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

急変時の対応は研修会等で学ぶ機会を設
けていると共にマニュアルを整備している。
しかしながら、職員が緊急時となった場合の
実践力に不安を抱いている。そのため、機
会があれば、勉強する機会を設け、職員が
不安なく対応できるように努めたい。

年に２回に消防訓練を定例化している。地
域の自治会や熊本市消防団第２５分団と連
携しながら実施している。また、防火意識を
全職員で持ち、定期自己点検や、屋外の可
燃ごみの放置などがないように放火対策に
も注意している。昨年の豪雨災害を期に法
人をあげて、防災マニュアルの見直しや非
常用備品や食品の備蓄・寝具の整備を行っ
ている。

年２回の消防訓練は自治会や熊本市消防団
第２５分団など地域の協力を得ながら実施さ
れている。訓練後は運営推進会議を開催し、
参加者の講評を受け次回に活かしている。
役割分担表を含む訓練の計画書や内容は、
写真や完了時間（避難・、全職員連絡）など
細やかな報告書となっている。また、これまで
通用口に保管していたポータブルトイレの移
動やテレビのコンセントが焼けていた事から
定期的な自主点検の実施など、安全対策に
は早急に検討・改善している。災害時の備蓄
として自家発電や食料・水・羽毛布団・ガスコ
ロンロなどが準備されている。

法人内での災害対策委員会への参
加や日頃から安全管理への意識を全
職員が高めていることが確認された。
また、福島への職員派遣など震災復
興へ取り組んでいる法人である。今後
も、自然災害を含めて変わらぬ災害
対策に尽力される事を期待したい。

個々の生きてこられた人生を理解し、尊敬を
持って寄り添えるケアの実践に勤めている。
プライバシーや言葉遣い・態度について定
期的に研修会を設けているが、常に一定の
質を保つことは難しい。職員は、介護する一
方ではなく支えあう関係づくりができると入
居者への尊厳が自然発生する。このような
職員教育を継続させケアの実践に努めた
い。また、職員間で日頃の言葉づかいを指
摘し合える職場風土を継続できる努力をす
る。

ゆったりとした時間が流れるホームの日常
は、｢愛と奉仕の精神｣の理念のもと、一人ひ
とりの入居者に寄り添った支援が飾らず、自
然な形で進められている。その光景は訪れる
ものにも安らぎを与えている。起床から就寝
まで、その人らしさの一つに身だしなみがあ
ると考え、季節や時間に応じた衣類の選択、
理美容やスキンケアに至るまで家族の協力
も得らながら、いくつになっても生きているこ
とに喜びを持てるようにしている。

カムさぁの理念であるため、ケアの基本にし
ている。本人の選択・希望を見落とさないよ
う、表情・言葉に耳を傾けるようにしている。
職員が押し付けるのではなく、ご本人が実
践できるような自立支援にむけたケアに努
める。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

心身が安定した状況を保つために、できる
だけ規則正しい生活が送れるように支援し
ている。食事時間などは決まっているがそ
れ以外は出来るだけその方のペースで柔軟
に対応するように心がけている。

季節ごとにご家族にご協力いただき、おしゃ
れできるように支援している。また、入居者
の理美容や入浴後のスキンケアにも気を
配っている。その人らしさの一つに身だしな
みがあると考えケアの実践を行っている。

食事は楽しみの時間であることを職員は理
解している。個々の状態に合わせた役割を
担っていただけるように声かけをしている。
また、食事の盛り付けに参加していただける
よう食事を楽しむ支援に心がけている。

入居者にとって楽しみな食事となるよう雰囲
気や介助もゆとりを持って行っている。調理
はホームと同建物内にある多機能型支援セ
ンターで作られているが、季節感や彩にも十
分配慮されている。入居者は特に麺類を好ま
れることから種類を変えて（うどん・そば・スパ
ゲッティなど）提供されている。入居者には味
見や時には食材購入などできることで食への
関わりを支援し、昼食は職員も同じものや持
参した弁当を一緒に食べたり、介助後に休憩
を兼ねて摂っている。

食生活は身体づくりの基本になるため、過
度なカロリー摂取を避け、栄養のバランスを
考慮した食事の提供を行っている。飲み物
は、数種類用意し、一日１５００ｍｌ摂取を目
標に支援している。内容については記録に
残し継続的支援ができるようにしている。

毎食後、必ず個々の能力に合せた口腔ケア
を実施し、口腔の清潔に努めている。自ら口
腔ケアを出来ない方は、ガーゼを手に巻き
口腔ケアをおこっている。口腔内を肉眼で確
認し、トラブルがあった場合は歯科につなげ
ている。新たにベロタッチ運動を検討してい
る。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

トイレで排泄ができるように誘導している。
重度化に伴い１人で移乗させれない場合
は、２名で対応するようにしている。トイレで
排泄できることが、尊厳の保持に繋がると考
え支援している。排泄パターンや習慣を熟
知しながらケアを行う

トイレでの排泄が尊厳にも繋がることから、
身体状況に応じて職員は２名での移乗など
安全面にも配慮しながら取り組んでいる。ま
た、清潔なトイレで自立や気持ちの良い排泄
を支援している。個々に応じた排泄用品につ
いて検討を重ね、パットの大きさを変更する
場合も、データをとって最良の物を使用する
よう管理者は指導している。

高齢になると運動量が減り便秘になりやすく
なるそのことを職員は理解した上で、食物繊
維を多く含んだ食事や乳製品・青汁・水分を
多く摂取していただけるように努力してい
る。それでも改善できない方は、定期的に下
剤を使用している。

入居者の重度化に伴い、個々の希望日・時
間に入浴することが難しく、職員が２名でリ
フトを活用しないと安全に入浴できない状況
である。そのため、曜日を決めているがご本
人の状況に合わせ入浴のタイミングを決め
ている。数種類の入浴剤を用い入浴を楽し
んでいただける工夫をしている。

入居者の重度化に伴い、先ずは安全な入浴
の中で会話や好みの湯温、入浴剤の使用、
スキンケアも一連の流れに加え、楽しい入浴
となるよう努めている。また、一人ひとりの入
浴支援方法を検討し、画一でない取り組みが
実践されている。浴室は清潔に管理し、入居
者に気持ちよく入ってもらえるようにしてい
る。

浴室の窓棚に置かれた物品を収納す
ることで、更に明るい窓を見ながら
ゆっくりと入浴が楽しめると思われる。

重度化に伴い、日中に休息を入れないと食
事が入らない方がいらっしゃるため個々の
状態に合わせた休息の取り方を実践してい
るが、昼夜逆転にならない程度の時間とし
疲労回復に努めている。寝具を天日干しし、
できるだけ快適な睡眠になるようにしてい
る。

職員が薬の内容を把握するため、個々の薬
事情報を各個人の薬に貼り、どのような薬を
飲まれているか理解できる仕組みをつくって
いる。また、薬は３回確認するようにしており
誤薬のないよう職員全員で取り組んでいる。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

重度化に伴い、全員で外出することは数年
前より行っていないが、個々の性格を理解
し、役割や楽しみごとの支援に変更してい
る。外出は、個々で対応している。

重度に伴い、ご自分から外出の希望をされ
ることがなくなってきた。しかしながら、季節
や体調を考慮し外出できるよう行事の計画
を行っている。ご家族の協力や地域の皆様
の協力を得ながら今後も計画したい。

｢個人を大切に！｣｢グルーピングを大切
に！｣と考えて、外出支援に取り組んでいる。
重度化の現状であるが今年度は車３台を使
用し、入居者の作品が掲げられている温泉
施設に出かけている。ショッピングモールで
の外食では、ちゃんぽんが好評で楽しい外出
となったことが聞き取りからも確認された。

今後も家族や地域の協力を得ながら
入居者の外出支援に努めていきたい
としている。重度化により希望を出さ
れる方も少ないようであるが、敷地内
は野菜や果樹の成長、地域を眺める
には最高の立地であり、日々の散歩
など短かな外出支援を継続していた
だきたい。

お金の管理は個々の能力とご家族との話し
合いで支援している。ご家族の協力が不可
欠で、外出した際は、お金が使えるように支
援している。

職員は、ご家族や大切な方に対する入居者
の気持ちを理解した上で、電話や手紙での
やりとりが出来る支援を行っている。

居心地の良い空間づくりを心掛けており、室
温・湿度にも気を配っている。リビングには
音楽をかけ心地よい環境にしている。また、
玄関やリビングには季節のお花を活け季節
感を感じれるようにしている。入居者の衣類
は、季節にあった服装を選び心地よく過ごし
ていただける努力をしている。

ホーム内は入居者の身体状況に応じなが
ら、家具の配置や畳スペースをフローリング
に改修している。中庭を眺めながら入居者は
テレビではなく、職員や入居者同士の会話、
面会した家族との時間など穏やかな時を過
ごしている。何よりも職員自身が環境である
事を心に留め、カムさぁの意味する『ようこそ
いらっしゃい』の思いを持って入居者の環境
を整えている。また、管理者は｢物に住所を決
めましょう！｣と、整頓の必要性を指導してい
る。廊下には外出や日常生活の写真の掲
示、手作りの置物が季節を表していた。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

個々の力を理解し、わかる工夫やできる工
夫をしている。わかる工夫として、日めくりカ
レンダーやタンスへの表記の実施。できる工
夫として、手すりを整備しバリアフリーにする
ことで建物内を自由に過ごすことができるよ
うに工夫している。

リビングには各種ソファーや椅子を用意して
いる。入居者が思い思いに過ごすことので
きる居場所づくりを行っている。また、１Ｆテ
ラスにもテーブル・椅子等を置き、どの空間
でもゆっくり過ごせるよう工夫している。

ご本人の馴染みの家具を持ち込んでもら
い、落ち着ける居室づくりに取り組んでい
る。物の配置はご家族と相談した上で決め
ている。個人のプライバシーが保たれる居
室になるよう今後も努力してゆきたい。

入居時に馴染みの品々の持ち込みを依頼し
ているが、その後の生活ぶりや心身の状況
から家族とも相談しながら居室空間を作って
いる。ホームは職員の細やかな日々の関わ
りを大切にしており、些細なことでも気づいた
内容を共有し、居室作りにも繋げている。特
に入居生活が長くなられた方には、本人の望
む生活を居室でもできるよう、家族との連携
に努めている。

家族や思い出の写真、使い慣れた家
具や好みの衣類など、どの部屋もそ
の方のこれまでや家族の思いが伝
わってきた。今後も本人にとって居心
地のよい居室作りを継続いただきた
い。
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